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Predictive value of different prostate-specific antigen-based markers in men with  
baseline total prostate-specific antigen <2.0 ng/ml 
(総PSA基礎値が2.0 ng/ml以下の男性における様々なPSA関連マーカーの予測能） 
 
前立腺癌の罹患数および死亡数は増加傾向であり対策が急務である。前立腺特異抗原（prostate specific
 antigen; PSA）を用いた前立腺癌検診の普及は、癌死亡率を確実に低下させる第一段階の対策として重
要であるが、将来的には前立腺癌へ進展予見因子を同定し、費用対効果比に優れたテーラーメイド検診の
確立を目指すべきである。今回、より前立腺癌に特異的で腫瘍の活動性との関連性が強いバイオマーカー
として注目を集めているPSAの前駆体であるproenzyme PSA(proPSA)の中でも特に有望とされる[-2]proPSA
（p2PSA）に注目し、罹患危険予測因子および癌悪性度予測因子としての有用性について、人種差を超える
最も優れた前立腺癌進展リスク予測因子であるPSA基礎値をマッチングさせた世界初の症例対照研究を行い、
将来のテーラーメイドスクリーニングシステムの方向性を探索することを目的とした。 
群馬県の前立腺癌住民検診受診者の検診受診時の余剰血清について、研究利用に関する包括同意が取得済
みで、かつ十分量が凍結保存されている検体を候補とし、PSA基礎値が2.0ng/ml以下であり10年以内に癌と
診断された150例を症例群として選定した。対照群はPSA基礎値と年齢をマッチングさせた非前立腺癌症例3
00例を選定した。血清PSA、遊離PSA（free PSA）、p2PSAをベースライン時および最終検診受診時の2点で
測定した。第一に、ベースライン検診受診時のPSAおよびp2PSA関連インデックスの癌罹患予測因子として
の有用性を検討した。第二に、癌症例における癌の悪性度予測因子の検討をおこなった。癌の悪性度はGle
ason scoreとD’Amicoリスク分類で評価した。癌診断直前の最終検診受診時のPSAおよびp2PSA関連インデ
ックスおよびベースラインから最終検診受診時のPSAおよびp2PSA関連インデックス動態の腫瘍悪性度予見
因子としての有用性を検討した。 
第一の検証結果について、様々なパラメータの中でベースラインfree PSAと総PSAの比（%f-PSA）が将来の
癌進展予測に有意であった。%f-PSAが低値なほど癌進展リスクが高くなり、五分位において最も高い群と
低い群でのオッズ比は6.08であった。一方、ベースライン時でのp2PSA関連マーカーでは有意な癌進展予測
因子は認めなかった。 
第二の検証結果について、最終検診受診時のPSAおよびp2PSA関連インデックスで癌悪性度と関連ある有意
ものは認めなかったが、動態においてはphi velocityと%p2PSA（p2PSA/free PSA）velocityが有意にGlea
son scoreおよびD’Amicoリスク分類との有意な関連性を認めた。 
結論として、PSA基礎値が2.0ng/ml以下と非常に低い段階における%f-PSAは、癌進展リスクが高い群を特定
するのに有望であった。そして、p2PSA関連インデックスの動態は、治療前の前立腺癌の活動性・悪性度や、
監視療法中の腫瘍の進行を予測するのに有用であると考えられた。 
